
1985年〈昭和60�）

一一
幸
一謹一

章一耕一一
義
豪
華

一襲撃章一一

最近の中国情勢で

講演する中嶋教授

版一
中
国
問
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究
家
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て
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ら
れ
る
中
郎副
総・
民
京外国
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1一
大
学
教
程二
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八日、
社団
法
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ジ
ア
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査
会
主
悩
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特
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附
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演
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中
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目
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の
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対
立H
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新
た
な
路
鯨
闘

争」
と
みな
し、
中
国
の
内
政
は

今
後も

不安定な
状況
で
蛇
行
す

る
と
の
見
通
し
を
述べ
た。
中
国

指
摘岬
者
閣
での
路
線
対
立の
深
刻

さ
を指
摘
し
た
もの
と
し
て
注
目

さ
れ
る。

同
教授は

「邸念荏の
経
柄
面

での
開
放
政
飯
は
赤
伯母
が
つ

到�／j、平主任

き、
混
乱し
始め
てい
る。
危
機
由
と
し
て①
中
聞
社
会が
少し
ず
「針
圃
経
済

を士芦」
し、
市
場
調
した
後
「
今後、
中ソ
関係は
さ

的な
財
政
赤
字
の
中
で
貨融市
を
六
つ
開
か
れ
てい
る
②
陳第一
容
記
節
は
従
と
すべ
き
だ」
と迫
り、
ろに
良くな
り、
中ソ
貿易
が
m
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発行
し
た
た
め、
平
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が
賢
明
で
あ
る

ーーな
ど
を
あ
げ
市場
原
理
を
取
り
入
れ
る
邸
主
任
え
るだ
ろ
う。
日
本
では、
三
大

数
物
とい
うイ
ン
フ
レ
に
見
舞わ
た
が、
疲
近
の
軍
首脳
の
相
次
ぐ
との
聞に
蕊本
的な
考
え
方の
途
陣
笛
（①
中ソ、
中
京国
境のソ

れ
てい
る
か
らだ」
と
レ、
逆
に
更
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あ
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邸
主任（が
い
を
見
せ
た。

迎
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＠
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ガニ

社会
主
義に
よ
る
計
凶経
済
を
主
死
去し
た）
以
後に
あ
る
祖の
ツ

さ
らに
将
世情
報
では、
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連
ス
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副首攻
③
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ジ
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張
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脱
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ケを
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で
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述
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て邸
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が
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中
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立、
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の
あ
る
の
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方
も
あ
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五
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の
中
国
で
テ
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ビ
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に
より
トッ
プ
を
選べ
ば、
彼が
安の
あ
る
こと
を
示
唆し
た。

ょに
新
人
郡は
よ
うや
くま
とま
哩え
る
人
は
や
は
り
少ない。
日

週
ば
れ
る
の
では
ない
か」
とニ

中
削教疫
に
よ
る
と
郎
主
任
と
っ
た、
とい
う。

中
貿易
は
こ
れ
以
上
伸
びない
だ

人
の

微妙な
力
関
係に
触
れた。
隙
第一
白
田
の
対
立がはっ
き
り

と
の
ほ
か
岡
敬
授は、
陳第一
ろ
う。
中
国
が
安定
す
るに
は
O

し
か
し
同
教
綬
は、
今
回
の
し
た
形
を
とっ
て
現
れた
の
は
今
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迎
首脳に
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「
路
線

対声」
に
つい
て
「
文
化
年
九

月の党全
国
代
器
符
会躍。
碍ん
で
会
うのに、
日
本
の
財
界
万
円）
に
な
ら
ね
ばな
ら
す
二一

大
爺
命の
よ
うな
激
しい
対
立に
股
終
日に
硝脱し
た
陳
飼一
・
飽

人ちとは
決
し
て
会お
うと
しな
十一
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も
か
な
り
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な
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と
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その
理
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拝金主範
の
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潮
を
批
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レ
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ド
を
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け
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照密だ」
と分
析した。
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